
AI 活用診断レポート

G 社 様

診断日: 2026 年 6 月 19 日 ｜ 日栄工業株式会社 生成 AI コンサルティング（担当 : 守口 智）

総合スコア 64 点 Lv2 試行期

分野 点数 状態

経営・戦略 50 点 これから

業務・現場活用 55 点 動き始め

データ・資産 70 点 動き始め

環境・ツール 75 点 強み

セキュリティ・ルール 75 点 強み

人材・リテラシー 55 点 動き始め

※ スコアは当社独自の診断基準による算出です。他社との順位づけではなく、御社の伸びしろの見取り図としてご覧ください。

触り始めています。次は、目に見える成果を 1 つ作る段階です。

おすすめの最初の一歩 社内勉強会・研修

5 万円〜／回（税別）。人材開発支援助成金 の活用実績あり（ 最大 75% 助成のケース も） ▶ 詳しくは 3 ページ 目へ



分野別の所見 — 6 つの視点から

点数はご回答から機械的に算出したものです。点数の低さは「伸びしろ」であり、順番に手を入れれば必ず上がり

ます。

■ 経営・戦略 50 点 ／ これから

社長ご自身が直接面談を申し込まれた行動力と、「全てが一からのスタートで迷いがある」と言い切れる率

直さ。方針の文書はこれからでも、トップの当事者意識という一番大事な材料は既に揃っています。

■ 業務・現場活用 55 点 ／ 動き始め

推進担当の部署には Azure の管理からコード生成まで扱える方がいて、文書作成レベルの利用は始まってい

ます。一方で、生産計画の調整負荷や技術伝承といった「本丸」の業務にはまだ AI が届いていません。腕は

あるのに、仕事とつながっていない状態です。

■ データ・資産 70 点 ／ 動き始め

生産管理システムに加えてデータ基盤（ Microsoft Fabric ）まで整備済み。図面も月約 2,000 枚が電子データ

で蓄積されています。機械約 100 種類の実績データも含め、 AI から見ると「ごちそうが並んでいる」状態で

す。

■ 環境・ツール 75 点 ／ 強み

Microsoft 365 と Azure への集約、オンプレからの計画的な移行 —— この整備水準は、私が拝見してきた同規

模の製造業では指折りです。新しい基盤を買う必要は一切ありません。

■ セキュリティ・ルール 75 点 ／ 強み

外部 AI は許可制、 ID 統制も敷かれています。多くの会社では「セキュリティが不安だから AI を止める」が

起きますが、御社は「安心して進めるための仕組み」が先にできている、稀有な順番です。

■ 人材・リテラシー 55 点 ／ 動き始め

推進担当は決まっており、腕の立つ方もいます。ただ全体は様子見で、詳しい方とこれからの方のスキル差

が大きい。この段差を放置して道具だけ配ると「使える人の道具」で終わるため、レベル別の教育設計がい

ちばん効く局面です。



まず、ここから — 最初の一歩のご提案

最初の一歩

社内勉強会・研修

経営層・管理職・現場向けの 120 分実践研修を複数回で設計し、社内の足並みをそろえます。助成金の申

請もナビゲートします。

5 万円〜／回（税別）。人材開発支援助成金の活用実績あり（最大 75% 助成のケースも）

御社の環境・ツール（ 75 点）とセキュリティ（ 75 点）は、これまで診断した中でも上位の水準です。

Azure と Microsoft 365 の基盤、外部 AI の許可制—— 道具と統制は既に揃っています。それに対して人

材・リテラシーは 55 点と、唯一「動き始め」にとどまっています。「興味はあるが、一からのスタートで

迷いがある」というお言葉のとおり、足りないのは道具ではなく、社員の皆さんが迷わず使い始めるため

の共通の土台です。だからこそ、最初の一歩は研修です。整った環境がある会社の研修は、学んだその日

から実務で試せるため、効果の出方がまったく違います。

その次の一歩

PoC （お試し実装）

課題を 1 つに絞り、動くもの（試算・自動化・ボット等）を成果物としてお作りします。期間契約ではなく、ア

ウトプットに対するお支払いです。（ 10 万円〜／テーマ 1 つ（税別・成果物単位・ 2〜4 週間目安））

いま、やらなくていいこと

新しい AI 基盤やツールの追加導入。 Azure ・ Microsoft 365 ・許可制のルールと、必要なものは揃っていま

す。いま道具を増やすと、迷いが増えるだけです。

ご提案は、この 2 つ＋αまでに絞っています。あれもこれも、は勧めません。順番が大事だと考えているためです。



経営者の方へ

診断の結果を一言で申し上げると、御社は「道具は一流、あとは人」という状態です。全てが一からの

スタートで迷いがある、と伺いましたが、数字を見る限りそれは謙遜です。基盤の整備状況は、私が拝

見してきた同規模の製造業の中でも指折りです。

迷いの正体は、おそらく「何から」ではなく「誰から」です。高いスキルをお持ちの担当の方と、これ

からの方の差が大きく、全社としての一歩目が定まらない。この状態で個別のシステム投資に進むと、

使える人だけの道具になりがちです。先に人の土台をそろえる研修を置くのは、そのためです。

費用について正直に申し上げます。研修は設計次第で数十万円の投資になりますが、人材開発支援助成

金の対象になり得る内容で、実質負担を大きく抑えた実績があります。また「技術伝承」「生産計画の

調整負荷」という宿題は、研修と並行して、課題を一つに絞ったお試し実装（ PoC）で手応えを確かめ

るのが現実的です。大きな契約は、その結果を見てからで結構です。

0.8 人前の仕事が誰でもできる仕組み —— この目標は、 AI の使いどころとして的確です。ご一緒に、迷

いを順番に変えていきましょう。

ご担当者の方へ

推進を担われる方へ。御社の場合、環境づくりはほぼ終わっています。ですからご担当の役割は「管理

者」より「翻訳者」です。現場の言葉で困りごとを聞き、 AI にできる形へ言い換える人が、これからい

ちばん価値を持ちます。

今日からできることを一つ。すでにお使いの許可済み AI で、「会議メモを渡して議事録の下書きを作

らせる」を一度試し、その結果をそのまま次の定例で見せてください。うまくいってもいかなくても、

実物を見せることが、様子見の空気を動かす最短の方法です。



つまずきどころは、スキル差です。詳しい方が基準になると、これからの方が「自分には無理だ」と感

じて止まります。研修をレベル別に分けるのはこのためで、社内で教え合うときも「初めての人の隣に

座る」体制をお勧めします。

次のステップのご案内

私たちの支援は「無料 AI 診断 → 環境整備（導入支援パック） → PoC・社内講座 → 伴走コンサル → 卒

業（自走）」の段階式です。どの段階も、ゴールは御社が私たち無しで回り続けることです。

本レポートは差し上げます。社内だけで進めていただいて構いませんし、ご不明点があれば報告会のあ

とでも、いつでもお尋ねください。売り込みのご連絡はいたしません。

日栄工業株式会社 生成 AI コンサルティング（担当 : 守口 智）

ai -consult@nichieikougyo.co.jp ｜ https://www.nichieikougyo.co.jp/ai -consult/


